
［成果情報名］ナスとその近縁野生種に新たに見出された3種のアントシア二ン

［要約］ナスの1系統、近縁野生種2系統の果皮にはそれぞれデルフイニジン3－グルコシド、

ペチュニジン3－（㌻クマロイルルチノシド）一5－グルコシドが存在する。日本ナスの果皮

にはナスニンよりも高い抗酸化活性を示すデルフイニジン　3－カフェオイルルチノシド5－

グルコシドが含まれる。
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［背景・ねらい］

植物に広く存在するアントシアニン色素は強い抗酸化作用をはじめ様々な生体調節機能

を持つことが明らかにされてきた。ナス果皮のアントシアニンとして日本ナスのデルフイ

ニジン3－（㌻クマロイルルチノシド）－5一グルコシド（ナスニン）や米ナスのデルフイニ

ジン3一ルチノシド（D3R）が知られているが、広範なナス遺伝資源の中にはより高い機能性

を持つアントシアニンが存在する可能性がある。そこで、高機能性ナスの栽培や育種を目

的として、近縁野生種を含むナス遺伝資源のアントシアニンプロフィールを解析し、抗酸

化活性の高いアントシアニンを探索する。

［成果の内容・特徴］

1．100系統のナス及び9種13系統の近縁野生種の果皮のアントシアニンプロフィールは

日本ナスタイプ、米ナスタイプ、2つの新奇タイプの4タイプに分けられる。大部分

の系統は日本ナスタイプあるいは米ナスタイプであり、2つの新奇タイプのアントシ

アニンプロフィールはそれぞれナス1系統（図1）、近縁野生種∫0ノ∂月〟劇月夜r甜（図

2）及び∫0ノ∂〟〟劇Sp．2系統のみに認められる。

2．ナス1系統及び近縁野生種2系統の主要アントシアニンはそれぞれ、デルフイニジン

3rグルコシド（D3G）、ペチュニジン3－（p－クマロイルルチノシド）r5rグルコシド（PCRG）

である（図3）。

3．日本ナスにはナスニンのほかに新たに見出されたデルフイニジン3－カフェオイルルチ

ノシドr5－グルコシド（DCaRG）が含まれる（図3）。

4．5種のアントシアニンのリノール酸ラジカル捕捉活性はDCaRG＞　ナスニン　＝　PCRG＞

＞　D3R＝D3Gであり、DCaRGはナスニンよりも高い抗酸化活性を示す（図4）。

［成果の活用面・留意点］

1．日本ナスの果皮に含まれるDCaRGはナスニンよりも高い抗酸化活性を示すものの、含

量はナスニンの十分の一以下である。総アントシアニン中に占めるDCaRGの含量比は

ナスの栽培条件の影響を強く受けるため、その含量比を高める最適な栽培条件を見出

すことで、より高い抗酸化活性を持つナスを栽培することができる。
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図1新奇アントシア二ンプロフィール
を示すナス　PI286106
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図2　新奇アントシア二ンプロフィールを示す
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図3　ナス及び近縁野生種に新たに見出されたアントシア二ンの構造
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図4　ナスアントシア二ンのリノール酸ラジカル捕捉活性

測定濃度：2mM、＊ナスの既知アントシア二ン、＊＊トプチルヒドロキシア二ソールに対する相対活性
Dunnet検定で異なるアルファベット文字間に有意差有り（〆0．05）
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